
適
期
」な
ど
の
予
測
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

麦
類
・
大
豆
・
ゴ
マ
・
ナ
シ
の
収
穫
適

期
等
も
予
測
で
き
ま
す
。
作
業
計
画
を

立
て
る
上
で
の
参
考
に
御
活
用
く
だ
さ

い
。
利
用
に
当
た
っ
て
は
、「
咲
き
玉

く
ん
」
利
用
規
約
を
必
ず
確
認
い
た
だ

き
、
本
規
約
に
従
っ
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

合
、
日
曜
日
に
水
を
入
れ
て
、
水
曜
日

に
か
け
て
自
然
落
水
し
、
次
の
日
曜
日

に
再
び
水
を
入
れ
て
、
水
曜
日
に
か
け

て
自
然
落
水
す
る
、
と
い
っ
た
サ
イ
ク

ル
と
な
り
ま
す
。

【
早
期
落
水
の
防
止
】

　

梅
雨
の
影
響
で
中
干
し
が
不
十
分
で

あ
っ
た
ほ
場
の
場
合
は
、
間
断
か
ん
水

の
際
に
田
面
が
露
出
す
る
期
間
を
長
め

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
期
に
な
っ
て
も
土
壌
が
柔
ら
か

い
と
刈
遅
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
土

壌
を
固
く
し
よ
う
と
早
期
落
水
を
行
う

と
品
質
等
に
影
響
が
出
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
間
断
か
ん
水
で
少
し
ず
つ
固
く

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
早
め
の
収
穫
】

　

刈
取
適
期
の
目
安
は
表
の
と
お
り
で

す
が
、
籾
水
分
が
25
％
以
下
に
低
下
し

た
ら
適
期
期
間
の
早
い
段
階
で
収
穫
し

ま
す
。

【
乾
燥
】

　

乾
燥
機
に
投
入
後
、
一
晩
か
ら
半
日

程
度
通
風
乾
燥
を
行
っ
て
か
ら
、
温
風

乾
燥
を
始
め
ま
す
。

五 

発
育
予
測
ア
プ
リ「
咲
き
玉
く
ん
」

　
「
咲
き
玉
く
ん
」
は
、
埼
玉
県
農
業

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
発
し
た
農
作

物
の
重
要
な
発
育
転
換
点
や
代
表
的
な

作
業
適
期
を
予
測
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
水
稲
の
「
移
植
日
」
を

入
力
す
る
と
、「
出
穂
期
」
や
「
収
穫

三 

高
温
年
の
登
熟
の
特
徴

　

水
稲
は
登
熟
期
間
に
高
温
に
さ
ら
さ

れ
る
と
、品
質
が
低
下
し
や
す
く
な
り
、

さ
ら
に
品
質
の
低
下
に
伴
う
食
感
や
食

味
の
低
下
を
招
き
ま
す
。

【
白
未
熟
粒
】

　

出
穂
後
20
日
間
の
平
均
気
温
が
27
℃

を
超
え
る
と
、
背
白
粒
、
腹
白
粒
、
基

部
未
熟
粒
と
い
っ
た
白
未
熟
粒
の
発
生

が
増
加
し
ま
す
。
対
策
と
し
て
出
穂
前

の
追
肥
（
穂
肥
）
が
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
胴
割
粒
】

　

米
粒
の
胚
乳
部
に
亀
裂
を
生
じ
る
現

象
で
す
。
早
期
落
水
や
刈
遅
れ
に
よ
る

籾
含
水
率
の
低
下
、
乾
燥
調
製
の
際
の

過
乾
燥
で
増
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

四 

今
後
で
き
る
技
術
的
対
策

　

高
温
障
害
に
対
す
る
最
も
効
果
的
な

対
策
は
、
高
温
に
強
い
品
種
選
定
と
出

穂
前
の
生
育
診
断
に
基
づ
く
追
肥
の
施

用
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
で
き
る
対
策
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
間
断
か
ん
水
】

　

出
穂
期
後
１
週
間
深
水
管
理
を
し
た

後
は
、
入
水
と
落
水
を
数
日
単
位
で
繰

り
返
す
間
断
か
ん
水
を
行
い
ま
す
。
根

の
活
力
維
持
と
登
熟
向
上
が
目
的
で

す
。

　

例
え
ば
１
週
間
サ
イ
ク
ル
と
す
る
場

一 
気
象
と
生
育
の
経
過

　

本
年
の
梅
雨
入
り
は
、
平
年
ど
お
り

の
６
月
７
日
で
、
梅
雨
明
け
は
平
年
よ

り
１
日
遅
い
７
月
20
日
で
し
た
。
気
温

は
お
お
む
ね
平
年
並
み
で
推
移
し
ま
し

た
が
、
降
水
量
は
６
月
中
の
３
つ
の
台

風
に
加
え
、
梅
雨
前
線
に
よ
り
、
平
年

並
み
か
ら
大
き
く
推
移
し
ま
し
た
。
昨

年
の
高
温
少
雨
の
梅
雨
と
は
打
っ
て
変

わ
り
、
今
年
の
梅
雨
は
曇
天
や
降
雨
の

多
い
梅
雨
ら
し
い
気
象
で
し
た
。

　

水
稲
の
生
育
に
つ
い
て
は
、
田
植
後

の
苗
の
活
着
は
順
調
で
し
た
。
日
照
不

足
の
影
響
で
分
げ
つ
の
発
生
が
や
や
緩

慢
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
ほ
ぼ
平

年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二 

今
後
の
気
象
と
生
育
の
予
測

　

気
象
庁
が
８
月
25
日
に
発
表
し
た
３

か
月
予
報
（
９
月
～
11
月
）
で
は
、
平

均
気
温
が
「
高
い
確
率
60
％
」
と
暑
く

な
る
こ
と
が
予
報
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
出
穂
後
も
高
温
傾
向
が

継
続
す
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高

温
登
熟
に
よ
る
品
質
や
食
味
の
低
下
に

注
意
が
必
要
で
す
。

品
質
向
上
を
目
指
す

水
稲
の
適
期
収
穫
に
つ
い
て

品　種　名 出穂後日数 登熟積算気温

彩のきずな 35～44日   900～1100℃

キヌヒカリ 37～45日   920～1050℃

彩のかがやき 42～55日 1010～1250℃

えみほころ 39～48日 1000～1200℃

こ
ち
ら
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
！

表　品種別収穫適期の目安


